
772011 
（平成23年） 

No.535

2011 
（平成23年） 

No.535



アナログ放送 

終了まで 

あと９日！ 

お問合せ先 総務省地デジコールセンター 

ご欄の○○○アナログ放送の番組は 
７月２４日に終了しました。 
今後も○○○デジタル放送を 
お楽しみください。 
 
【お問合わせ】 
総務省地デジコールセンター 
０５７０－０７－０１０１（平日）前９～後９時 
　　　　　　　（土日）前９～後６時 
○○○コールセンター 
ｘｘｘｘ-ｘｘ-ｘｘｘｘ 前_～後_時 

２ 

地上デジタル放送受信の準備は、大丈夫ですか? 
7月24日までに地上アナログ放送が終了し、地上デジタル放送へ完全移行します。 
アンテナ設備を確認し、地デジ対応受信機を用意しましょう。 

[アナログテレビ放送終了までの画面イメージ]

7月1日以降 

　通常の画面の上に終了日ま
での日数が表示されます。 
　また、定期的に、「お知らせ
画面」が短時間挿入されます。 

7月24日正午以降 

　7月24日正午から青い「お
知らせ画面」に変わります。 
　24時までに停波します。 

停波後 

　7月24日24時までに停波
し、この後は、映りません。 

　テレビ放送のアナログ停波を目前に控え、総務省
兵庫県テレビ受信者支援センター（デジサポ兵庫）で
は、「地デジ臨時相談コーナー」を役場内に設
置しています。 
　コーナーに備え 
付けの携帯電話を 
利用して、地上 
デジタル放送に関 
する説明や相談を受け付け 
ます。ぜひ、ご利用ください。 

設置場所　役場１階ロビー 
設置期間　８月２６日（金）まで（平日９：００～１６：００） 

地デジ臨時相談コーナーを設置 地デジ臨時相談コーナーを設置 

備え付けの 
携帯電話で 
相談窓口へ 
つながります 

●地デジ全般について 
　デジサポ兵庫　　０７８－３３０－０１０１ 
●地デジチューナーの無償給付について 
　総務省地デジチューナー支援実施センター 
　「市町民税非課税世帯への支援」　　０５７０－０２３－７２４ 
　「NHK放送受信料全額免除世帯」　　０５７０－０３３－８４０ 

問い合わせ先 

（企画財政課） 

　私たちは生活
のなかで知らな
い間に随分エネ
ルギーを消費し
ています。 

　毎日の生活で使うエネルギ
ーの量を減らし、地球温暖化
の原因となっているCO2を減
らすように心がけましょう。 

省エネ 

快適ライフ 
省エネ 

快適ライフ 
扇風機とエアコンと併用して 
省エネ快適冷房 

エアコンの冷気を扇風
機で部屋中に循環させ

ることで、体感温度（肌で感じる温度）を下げ、
いっそう涼しく感じられます。そして、エアコン
の設定温度を１℃上げると１０％の省エネになります。 

1℃ 
高めに 

約１０％ 
省エネ ＝ 



３ 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

　今月のボランティア活動予定（７／２０～８／１９）を

お知らせします。ぜひご参加ください。 

みどりのグループ 

　７月２０日（水）９：００～　JA八千種前花壇 

　８月１０日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

主なイベント 主なイベント 

（社会教育課） （社会教育課） 

太鼓演奏などの 
　オープニングイベント 
総おどり 
交通安全キャンペーン 
商工会青年部のコーナー など 

太鼓演奏などの 
　オープニングイベント 
総おどり 
交通安全キャンペーン 
商工会青年部のコーナー など 

今年も夏休みの勉強対策として、“自習室”を開放
します。ぜひ、参加して、勉強をがんばりましょう！ 
★前期★ 
　日程　８月１日（月）～５日（金） 
　場所　①高岡小県民交流広場　９：００～１１：００ 
　　　　②サルビア会館　　　１０：００～１２：００ 
　　　　　※３日（水）は１３：３０～１５：３０ 
★後期★ 
　日程　８月１６日（火）～２０日（土） 
　場所　①八千種研修センター　９：００～１１：００ 
　　　　　※１７日（水）は休み 
　　　　②文化センター　　　１０：００～１２：００ 
　　　　　※１８日（木）は１３：３０～１５：３０ 
＊わからない点は、サマースクール補助のボラン
ティアさんが、アドバイスをくれます。どんど
ん力を伸ばしましょう！ 

（問い合わせ先）　文化センター　　２２－３７５５ 

学校支援実行委員会 
小学４・５・６年生へのおさそい 

★エルデホール催物のご案内★ 

７月31日（日） 7月の催し チケット好評発売中！ 

■出演／中西圭三 

■開演／１６：００（開場１５：３０） 

■入場料／大人３,０００円　高校生以下１,５００円 

　　　　（当日各５００円増）【全席自由】 

☆「Zoo」や「Exile」の「Choo Choo 

Train」をソングライティングした中

西圭三さんのコンサートです。自らの

曲「Woman」のヒットでもおなじみで

す。類まれな歌唱力を持つシンガーとして９０年代に一時

代を築いたアーティストの心ふるわすハイトーンボイス

をどうぞお楽しみに♪ 

10月16日（日） 10月の催し 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【７月の休館日】７日・１４日・１９日・２１日・２８日 
　【８月の休館日】４日・１１日・１８日・２５日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

■出演／村治奏一 

　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 

■開演／１５：００（開場１４：３０） 

■入場料／大人１,０００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆国内外でさまざまな活動をし、今後

の活躍が注目されているギタリスト村

治奏一さんのコンサート。演奏するの

はクラシックギターです。特有の繊細な音色の変化、味

わいの深さをお楽しみください！地元福崎高校ギター・

マンドリン部も特別出演します。心ふるわす音楽の共演

をどうぞお楽しみに♪ 

「村治奏一コンサート」 エルデ 
サマーコンサート 

「中西圭三」 エルデ 
アコースティックライブ2011

7月22日（金）チケット発売開始！ 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 



４ 

町制５５周年記念事業 旅の学校「フォークロアン講座」 

　福崎町では、柳田國男と兄・井上通泰の祥月にあたる８月に、両氏を偲ぶ集い

「山桃忌」を催しています。 

　本年は、柳田國男５０回忌を記念して、その功績を再認識してまちづくりに活

かすよう、また、民俗学研究の更なる発展に貢献するよう、「柳田國男５０年

祭」を開催します。 

　盛りだくさんのイベントに、どうぞふるってご参加ください。 

8/6 土 8/7 日 
山桃忌・講演・ 
　シンポジウム 

フィールドワーク 
「柳田國男ゆかりの地を歩く」 

要予約 

時　間　１３：００～（１２：００開場） 
場　所　文化センター 
聴購料　福崎町に在住・在学・在勤の方：無料 
内　容　山桃忌 
　　　　基調講演「柳田國男の原点・福崎」 
　　　　　　東京学芸大学教授　　　　石井正己 
　　　　記念講演「今、柳田國男を考える」 
　　　　　　宗教学者　　　　　　　　山折哲雄 
　　　　シンポジウム「２１世紀と柳田國男」 
　　　　　「五感をきたえる」 
　　　　　　島根県立大学短期大学部教授　小泉　凡 
　　　　　「社会をみつめる」 
　　　　　　東京大学大学院教授　　　佐藤健二 
　　　　　「自然とむきあう」 
　　　　　　滋賀県立琵琶湖博物館長　篠原　徹 
　　　　　「生誕地から考える」 
　　　　　　福崎町長　　　　　　　　嶋田正義 

　辻川界隈観光ボランティアのみなさんが「ゆか
りの地」をご案内します。 
時　間　１０：００～ 
場　所　辻川界隈 
参加費　弁当つき･･･１，０００円 
　　　　弁当なし･･･無料 

演劇「柳田國男と河童」 
時　間　１３：３０～ 
場　所　文化センター 
定　員　先着順（予約は必要ありません。自由席。） 
参加費　無料 
出　演　「銀の馬車道劇団」・地元のみなさん 
特別出演　渋谷天外 
脚本・演出　上田浩人（松竹チーフプロデューサー） 
音　楽　岸田敏志 
振付指導　パパイヤ鈴木 

時　間　１８：００～ 
会　場　エルデホール 
参加費　３，０００円 

時　間　１８：００～ 
会　場　もちむぎのやかた 
参加費　２，０００円 

もちむぎ夕食会 夕食交流会 

要予約 

予約不要 

申込方法 イベントには事前に申込が必要です。次の方法でお申し込みください。 
※演劇は予約不要。 

■郵送・持参・ＦＡＸによる申込 
　ご自宅へ配付しているチラシまたは教
育委員会備え付けの申込用紙に必要事項
を記入のうえ、お申し込みください。 

■ホームページ・携帯サイトによる申込 
URL　http://www.50nensai.com 
ケータイサイト　http://www.50nensai.com/m/

問い合わせ先　社会教育課（内線２５７） 

要予約 要予約 

※夕食交流会には町外の方を優先しています。 



　山桃忌奉賛事業として文化協会の主催で、次
の行事が行われます。どうぞご参加ください。 
【写生大会】 
対象　小・中学生対象 
日時　７月３０日（土）・３１日（日）９：００～ 
場所　柳田國男生家付近 
審査　日和佐治雄先生 
 
【短歌祭】 
日時　８月７日（日）１０：００～ 
場所　文化センター　小ホール 
選者　楠田立身先生（日本歌人クラブ近畿ブロック長） 

５ 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（７月１６日～８月１４日） 

子ども映画会 
7月23日（土） 
14：00～ 

「おおかみと七ひき 
の子やぎ」 

おはなし会 

7月16日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
8月3日（水） 
11：00～ 

資料整理日８月４日（木）休館 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書7冊　　児童書2冊 
「戦国三姉妹」　　　　　小和田哲男 
「ちょちょら」　　　　　畠中　　恵 

　今年も７月３１日（日）から８月７日（日）まで、
辻川界隈展を開催します。 
　８月６日（土）には、民俗学の夕べを催します。
お誘い合わせのうえ、お越しください。 
【辻川界隈展】 
日時　７月３１日（日）～８月７日（日） 
場所　辻川界隈周辺（公民館、鈴の露酒店、もち

むぎのやかた ほか） 
内容　辻川のまちをギャラリーに見立てて、川柳、

短歌、版画、陶芸、絵画、写真などを展示
します。 

【民俗学の夕べ】 
日時　８月６日（土）１８：３０～ 
場所　鈴の森神社境内 
内容　吹奏楽、歌唱劇、演舞、猿回し、播磨の田

植え踊り、辻川鬼太鼓、餅まき、夜店 
（辻川区） 

日　時　８月６日（土）　１５：００～２１：００ 
　　　　　　７日（日）　９：００～１３：００ 
場　所　柳田國男生家・町民第１グランド駐車場周辺 
　　　　（雨天一部開催） 
　○６日（１日目） 
　　柳田國男生家　五色百人一首教室 
　　柳田國男記念館　語り部・紙芝居・朗読・怪談話など 
　　歴史民俗資料館　歴民カフェ 
　　第１グランド駐車場　テント村・ステージイ
　　　ベント（和太鼓演奏・創作楽器の演奏・三
　　　味線・ギターなど） 
　　※夜間は、会場から辻川山展望台までの間を
　　　灯籠でライトアップします。 
　〇７日（２日目） 
　　第１グランド駐車場　テント村・ステージイ
　　　ベント（ギターマンドリン・民踊・フラダ
　　　ンス・よさこい・手品・吹奏楽・琵琶＆太
　　　鼓・日本舞踊など） 

　みなさんに 

　ご協力いただき 

8／6（土）・7（日）は 

同時開催イベントが 

　盛りだくさん！ 

　みなさんに 

　ご協力いただき 

8／6（土）・7（日）は 

同時開催イベントが 

　盛りだくさん！ 

　みなさんに 

　ご協力いただき 

8／6（土）・7（日）は 

同時開催イベントが 

　盛りだくさん！ 

福崎町文化協会からのお知らせ 福崎町文化協会からのお知らせ 福崎町文化協会からのお知らせ 

とうろう 

手作りうちわ・せんぷうきで暑い夏を乗り切ろう！ 
　対　象　小学生２０人（先着順）　要申込 
　日　時　７月２８日（木）１３:３０～１５:００ 
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（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

日　時　8月4日（木）　9：30～14：00 
場　所　生活科学センター 
内　容（小学生対象） 
　①調理実習 

地元でとれたお米や野菜、もちむぎを使って楽し
くバイキングをします。 
②エコ学習 
環境の大切さについて兵庫県立大学の学生と
いっしょに学習します。 

参加費　無料 
募集人数　40人　※定員になり次第締め切ります。 
申込先　生活科学センター 
　　　　※子どもだけの参加もできます。 
共　催　福崎町消費者の会 

　空気と卵の力で、ふんわりスポンジのロールケ
ーキを作ります。 
日　時　8月24日（水）　9：30～12：30 
場　所　生活科学センター 
講　師　中村とも子さん 
材料費　実費 
募集人数　30人 
申込先　生活科学センター　　２２－４９７７ 
　※定員になり次第締め切ります。 

1日教室　くらしのゼミナール 1日教室　くらしのゼミナール 

６ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

ひょうご被害者支援センターへご相談ください 
　「NPO法人ひょうご被害者センター」は、被害
者支援に関する専門的な知識を有する弁護士や大
学教授、精神科医などの有識者で構成され、警察
との緊密な連携のもと、電話相談や面接相談など、
被害者のニーズに応じた支援活動を行っています。 

ひょうご被害者支援センターのホームページ 
http://www.supporthyogo.org/

電話相談 
　　０７８－３６７－７８３３ 
　　　火・水・金・土（祝日を除く） 
　　　　　　１０：００～１６：００ 
面接相談（電話相談により事前に予約が必要） 
　・・法律相談　～弁護士による法律相談～ 
　　　第２・４金曜日　１３：００～１６：００ 
　・・心理相談　～臨床心理士によるカウンセリング～ 
　　　随時 

（住民生活課） 

相談料は 
無 料 



柳
田
國
男
５０
年
祭 

　
私
が
柳
田
國
男
先
生
を
拝
見
し

た
の
は
高
校
２
年
の
昭
和
２７
年
１０

月
８
日
の
１
回
だ
け
で
す
。 

　
福
崎
高
校
の
生
徒
会
役
員
は
１０

月
に
替
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

新
聞
部
長
を
引
き
継
い
だ
直
後
に

文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
先
生
が

福
崎
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
、
講
堂
で

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の

記
録
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

　
当
時
の
高
校
は
生
徒
会
活
動
の

自
由
が
か
な
り
認
め
ら
れ
て
い
て
、

福
崎
高
校
新
聞
は
新
聞
部
が
中
心

と
な
っ
て
編
集
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
先
生
の
話
を
聞
い
て
記
事
を

書
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
新
聞
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
有
名
な
先
生
の
話
で
す
か
ら
、

録
音
を
と
り
、
記
録
は
大
切
に
保

存
し
て
お
く
の
が
普
通
で
す
が
、

そ
れ
が
な
い
の
が
悔
や
ま
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。
当
時
、
記
事
は
書
い

た
も
の
の
、
民
俗
学
の
知
識
も
な

く
、
柳
田
先
生
が
こ
ん
な
に
大
き

な
方
だ
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
私
は
福
崎
町
に
生
ま
れ
、
育
ち
、

勤
め
も
町
内
、
旅
行
も
あ
ま
り
し

な
か
っ
た
井
の
中
の
蛙
で
、
他
の

人
に
福
崎
町
を
紹
介
す
る
機
会
も

必
要
も
少
な
い
も
の
で
し
た
。 

　
町
長
に
な
っ
て
、
他
所
か
ら
の

訪
問
客
を
迎
え
た
り
、
外
に
出
て

行
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
福
崎
町

を
紹
介
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

姫
路
城
や
地
理
的
条
件
を
示
し
て

話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
柳
田

先
生
と
ご
兄
弟
が
お
生
ま
れ
に
な

り
幼
少
時
に
生
活
さ
れ
た
こ
と
や
、

生
家
や
記
念
館
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
す
る
と
、
相
手
の
目
が
輝

き
、
話
が
は
ず
み
ま
す
。 

　
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て

今
年
は
４９
年
で
す
。
町
制
５５
周
年

の
大
き
な
事
業
と
し
て
、
８
月
６

日
、
７
日
に
「
柳
田
國
男
５０
年
祭
」

を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

　
先
生
の
研
究
範
囲
は
大
変
広
く

深
い
も
の
で
、
評
価
は
年
々
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
広
く
案
内

を
し
て
い
ま
す
が
、
町
内
の
皆
様

の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

７ 

　
５
月
２７
日（
金
）、
ボ
ン
マ

ル
シ
ェ
福
崎
店
で
、
福
崎
町

防
犯
指
導
委
員
会
主
催
に
よ

る
「
春
の
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
、
福
崎
警
察
署
、
福

崎
防
犯
協
会
の
協
力
を
得
て

実
施
し
ま
し
た
。 

　
現
在
、
振
り
込
め
詐
欺
や

車
上
狙
い
、
空
き
巣
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
防
犯
意
識
を

高
め
、
み
ん
な
が
注
意
し
合

い
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
福

崎
町
に
し
ま
し
ょ
う
。 

（
住
民
生
活
課
） 

春
の
　
　
　
　
　
　 

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
　
　
　
　
　
実
施 

春
の
　
　
　
　
　
　 

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
　
　
　
　
　
実
施 

さ
　
ぎ 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　近年、食をめぐる状況が急激に変化し、｢栄養バラン

スの偏り｣｢食料自給率の低下｣｢食品の安全性の問題｣が

問われています。日々のくらしが豊かになる一方、生

命を育む｢食｣の大切さを忘れがちな現在、家庭はもと

より、保育所、幼稚園、小・中学校、地域、農業生産

者など、食に関わる機関・団体等が連携を強め、食育

を推進していく必要があります。 

　そこで、福崎町では４月に策定した｢福崎町食育推進

計画｣にもとづいて、食育を推進していきます。一人ひ

とりが食育に関心をもって取り組んでいきましょう。 

■福崎町食育推進計画を町のホームページに掲載して

います。また、５月に計画の概要版を各戸に配布し

ています。 

食育通信では、｢食育｣に関するさまざま情報、推進事
業などを紹介していきます。 

かたよ 

◆ 福崎町食育スローガン ◆ 

う一度見直そう 

いきの食材 

かしの食事 

っしりつまった栄養素 

も 

ち 

む 

ぎ 

食育とは・・・ 
○生きる上での基本であって、知育、徳育及び体
育の基礎となるべきもの 
○さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と
「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を
実践することができる人を育てること 

毎月１９日は「食育」の日 
家族そろって食事をしましょう！ 



福崎町 

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
太
平
洋
せ
ん

そ
う
の
終
せ
ん
の
年
、
１７
歳
で
し
た
。

昭
和
２０
年
６
月
、
姫
路
の
川
西
の
飛

行
機
を
つ
く
る
工
場
に
午
前
中
ば
く

げ
き
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
時
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
学

と
動
員
で
姫
路
の
海
軍
い
り
ょ
う
し

ょ
に
働
き
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ

う
く
う
ご
う
に
ひ
な
ん
し
た
け
ど
、

姫
路
南
か
ら
京
口
に
む
か
っ
て
ば
く

だ
ん
が
落
ち
て
き
ま
し
た
。
す
ご
い

音
が
し
た
の
で
こ
わ
か
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
日
は
、
汽
車
が
動
か
な
か

っ
た
の
で
野
里
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

６
月
だ
っ
た
の
で
、
田
ん
ぼ
の
麦
が

こ
げ
て
い
る
の
を
す
ご
く
覚
え
て
い

る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
７
月
ご
ろ
、
香
呂
の
駅
南
付
近
に

ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
が
１
機
だ
け
飛

ん
で
き
て
汽
車
を
ね
ら
っ
て
き
か
ん

じ
ゅ
う
を
う
ち
、
お
お
ぜ
い
の
ケ
ガ

人
が
で
て
、
と
て
も
こ
わ
か
っ
た
そ

う
で
す
。 

　
８
月
に
姫
路
市
街
が
夜
に
空
し
ゅ

う
に
あ
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
南
大
貫
の
家
か
ら
見
て
い
ま
し

た
。
空
が
炎
で
ま
っ
赤
に
な
っ
て
、

そ
の
時
は
空
し
ゅ
う
だ
と
し
ら
な
か

っ
た
の
で
、
「
き
れ
い
な
あ
」
と
思

っ
た
が
、
次
の
日
に
学
校
に
行
っ
た

ら
学
校
が
焼
け
て
し
ま
っ
て
、
姫
路

城
だ
け
残
っ
て
い
て
、
あ
と
は
焼
け

野
原
で
し
た
。
人
は
見
か
け
ず
、
馬

が
た
く
さ
ん
死
ん
で
い
て
、
そ
の
中

を
歩
い
て
学
校
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
時
の
こ
げ
た
に
お
い
が
し
た
の

を
よ
く
覚
え
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
終
せ
ん
は
、
昭
和
２０
年
８
月
１５
日

で
す
。
天
の
う
へ
い
か
の
放
送
が
正

午
ち
ょ
う
ど
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
り
ょ
う
し
ょ
で

働
い
て
い
て
、
「
整
列
」
と
言
わ
れ

て
な
ら
ん
で
そ
の
放
送
を
聞
き
ま
し

た
。
意
味
は
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
日
本
は
せ
ん
そ
う
に

負
け
た
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
た
そ

う
で
す
。
だ
け
ど
し
ん
じ
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
友
だ
ち
と
こ
う
か
い
ど

う
（
今
の
市
民
会
館
）
ま
で
聞
き
に

行
き
ま
し
た
。
大
ぜ
い
泣
い
て
い
る

人
を
見
て
、
「
せ
ん
そ

う
に
負
け
た
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た

そ
う
で
す
。 

　
そ
の
後
、
食
べ
る
物

が
な
く
て
苦
し
い
時
代

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
な

か
に
住
ん
で
い
た
の
で
、

そ
ん
な
に
こ
ま
ら
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

そ
の
こ
ろ
、
ゆ
る
い
お
か
ゆ
や
か
ぼ

ち
ゃ
や
大
根
な
ど
、
畑
で
と
れ
る
物

を
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
時
代
が
本
当
に

あ
っ
て
こ
わ
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ぶ
じ
で
よ
か
っ
た

で
す
。 

　
今
は
平
和
な
の
で
、
６５
年
前
の
せ

ん
そ
う
の
こ
と
を
聞
い
て
も
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
体
験
は
事
実
で
す
。
せ
ん
そ
う

を
直
せ
つ
知
ら
な
い
こ
と
は
い
い
こ

と
だ
け
ど
、
せ
ん
そ
う
が
あ
っ
た
こ

と
を
全
ぜ
ん
知
ら
な
か
っ
た
り
、
わ

す
れ
て
し
ま
う
の
は
こ
わ
い
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ま
た
だ
れ
か
が

せ
ん
そ
う
を
始
め
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
わ
す

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

     

　
保
健
の
時
間
に
、
自
分
の
成
長
を

考
え
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
４

年
生
の
間
に
す
ご
く
身
長
が
の
び
て

い
ま
す
。
「
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

い
っ
ぱ
い
の
び
て
い
る
ん
だ
な
。
」

と
思
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
１
年
生

か
ら
２
年
生
の
間
で
５
セ
ン
チ
も
成

長
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
で
も
わ
か

ら
な
い
う
ち
に
身
長
が
の
び
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
「
こ
ん
な
に
わ
た
し

の
身
長
が
の
び
て
い
る
ん
だ
か
ら
、

み
ん
な
の
身
長
は
も
っ
と
の
び
て
い

る
ん
だ
ろ
う
な
。」
と
思
い
、
ク
ラ
ス

の
中
を
見
わ
た
す
と
、
ち
ょ
う
ど
先

生
が
名
前
は
ふ
せ
て
何
人
か
の
身
長

の
変
化
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
そ
れ
を
見
て
わ
た
し
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
び
て
い
る

人
も
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
わ
た
し
と
そ
っ
く
り
な
変
化
を

し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
わ
た
し
と

全
然
ち
が
う
変
化
を
し
て
い
る
人
も

い
た
の
で
す
。
自
分
の
成
長
の
変
化

と
と
な
り
の
人
の
成
長
の
変
化
を
見

く
ら
べ
て
い
る
う
ち
に
、
わ
た
し
は

み
ん
な
ち
が
っ
て
る
ん
だ
、
と
は
っ

と
気
づ
き
ま
し
た
。 

　
あ
と
で
先
生
が
、 

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い

ん
だ
よ
。
」 

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、 

「
そ
っ
か
。
み
ん
な
ち
が
っ
て
い
て

あ
た
り
ま
え
な
ん
だ
。
」
と
思
わ
ず

つ
ぶ
や
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
ク
ラ
ス
の
中
を
見
わ
た
し
て
も
、

同
じ
顔
、
同
じ
身
長
、
同
じ
体
重
、

同
じ
声
、
体
中
の
全
部
が
ま
っ
た
く

同
じ
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
図
工

で
絵
が
上
手
な
人
が
い
れ
ば
、
算
数

の
計
算
を
解
く
の
が
早
い
人
も
い
ま

す
。
国
語
の
漢
字
テ
ス
ト
で
百
点
を

と
る
人
が
い
れ
ば
、
体
育
で
走
り
が

速
い
人
も
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
が
、

い
ろ
ん
な
人
の
い
い
と
こ
ろ
に
気
づ

け
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
わ
た
し
は
、
み
ん
な
の
い
い
と
こ

ろ
を
ど
ん
ど
ん
見
つ
け
ら
れ
る
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
せ
ん
そ
う
体
験 

八
千
種
小
学
校
４
年（
当
時
） 

安
田
千
尋 

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い 

高
岡
小
学
校
４
年（
当
時
） 

川
端
梨
湖 

福崎小学校１年（当時）　山岸妃奈里 

う
れ
し
い
な
　
心
の
こ
も
っ
た 

　
あ
り
が
と
う 

福
崎
小
学
校
３
年（
当
時
）　
佐
川
真
恋 

笑
顔
は
ね
　
心
を
つ
な
ぐ 

　
赤
い
糸 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
福
井
美
桜 

な
か
よ
し
は
　
お
も
い
や
る
き
も
ち
が 

　
た
い
せ
つ
よ 

八
千
種
小
学
校
１
年（
当
時
）　
か
ま
た
に
ふ
み
や 

８ 

福
崎
西
中
学
校
１
年（
当
時
）　
森
本
千
優 



９ 

第73話 

　
福
崎
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

に
あ
た
り
、
『
福
崎
町
史
』
は

と
て
も
有
効
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
『
福
崎

町
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
姫

路
藩
山
崎
組
大
庄
屋
日
誌
」（
以

下
「
日
誌
」
）
か
ら
見
え
る
三
木

家
の
８
代
当
主
承
太
郎
（
通
済
）

の
姿
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
よ
も
や
ま
話
１６
話
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
承
太
郎
は

安
政
４
年
（
１
８
５
７
）
、
７

代
通
深
が
３４
歳
の
若
さ
で
没
し

た
の
ち
、
１０
歳
の
若
さ
で
大
庄

屋
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
親
戚
筋
で
も
あ
る
山
崎
組

大
庄
屋
三
木
武
八
郎
が
後
見
役

に
就
い
て
い
ま
す
。
実
際
は
、

承
太
郎
が
長
じ
る
ま
で
は
、
武

八
郎
が
基
本
的
な
業
務
を
代
替

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た

め
で
し
ょ
う
か
。 

　
文
久
年
間
（
１
８
６
１
〜
１

８
６
４
）
の
「
日
誌
」
に
は
、

浄
瑠
璃
見
物
、
文
殊
院
（
神
積

寺
）
で
の
正
月
「
習
始
」
の
よ

う
す
な
ど
、
大
庄
屋
と
し
て
の

姿
よ
り
も
、
承
太
郎
少
年
の
日

常
が
う
か
が
え
る
も
の
が
多
く

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
８

月
２９
日
、
１６
歳
の
承
太
郎
は
、

「
手
鎖
人
御
免
」（
罪
科
と
し
て

手
鎖
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
人
が

赦
免
さ
れ
る
）
に
立
ち
会
う
た

め
、
と
あ
る
村
ま
で
出
張
し
て

い
ま
す
。
実
は
こ
の
日
が
、
承

太
郎
の
大
庄
屋
と
し
て
の
「
初

出
勤
」
で
、
武
八
郎
か
ら
は
、

祝
い
の
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
頃
か
ら
、
承
太
郎
に

関
し
て
大
庄
屋
と
し
て
の
公
務

に
関
す
る
記
述
が
徐
々
に
増
え

て
き
ま
す
。 

　
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
９

月
１６
日
、
武
八
郎
が
「
後
見
役

御
免
」
と
な
り
ま
す
。 

　
翌
日
、
武
八
郎
と
承
太
郎
は

と
も
に
姫
路
へ
向
か
い
、
承
太

郎
は
姫
路
藩
よ
り
「
苗
字
御
免
」

（
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許
可

さ
れ
る
）
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
承
太
郎
１９
歳
。
大
庄
屋

と
し
て
つ
い
に
独
り
立
ち
を
し

た
記
念
の
日
で
し
た
。 

　
こ
の
後
も
、
明
治
維
新
ま
で
、

若
い
承
太
郎
は
激
動
の
時
代
を

大
庄
屋
と
し
て
乗
り
切
り
、
無

事
に
そ
の
務
め
を
果
た
し
ま
す
。

手
馬
を
手
放
し
た
り
、
近
隣
の

人
か
ら
の
借
用
金
の
申
し
出
を

断
る
な
ど
、
三
木
家
自
体
も
若

干
財
政
的
に
苦
し
い
時
期
が
続

い
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
承
太

郎
は
家
長
と
し
て
財
政
を
切
り

盛
り
し
、
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け

て
い
き
ま
し
た
。 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
〜 

若
き
大
庄
屋
・
８
代
当
主
承
太
郎
の
姿
　
　
　
　
　 

　
　
〜
「
姫
路
藩
山
崎
組
大
庄
屋
日
誌
」
の
記
述
か
ら
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
連
携
研
究
員
　
河
野
未
央 

　今年も七種の滝、辻川山、日光寺山、春日山周
辺のごみ一掃をめざして、クリーン作戦を実施し
ます。みなさんのご協力をお願いします。 
実施日　７月２４日（日）小雨決行 
時　間　午前６時５０分集合 
　　　　午前７時開始 

（清掃のできる服装でお願いします。） 
集合場所 
○福崎地区の方 
　青少年野外活動センター（田口） 
○田原・八千種地区の方 
　柳田國男生家・記念館（辻川） 
携行品 
　手袋・タオル・帽子・鎌・火ばしなど 
　（ごみ袋は当協会で用意します。） 

（福崎町観光協会） 

クリーン作戦のお知らせ クリーン作戦のお知らせ 

　今年は歴史民俗資料館で「ウクレレ演奏会」を
開催します。 
　ハワイアン音楽を代表する“ウクレレ”。この
やさしい音色を聞いて今年の夏も元気に過ごしま
せんか。フラダンスを見て、心も弾むひとときを
お楽しみください。 
 
日時　７月１８日（月・祝）　１３：３０～１５：００ 
場所　歴史民俗資料館 
出演　ハッピーウクレレ倶楽部 
曲目　♪ダイアナ（by Swing Mates） 
　　　♪ブルーハワイ 
　　　　（byハッピーユニット＆フラトリオ） 
　　　♪となりのトトロ　など 

辻川山演奏会 辻川山演奏会 

～辻川山演奏会の季節がやってきました！～ 



後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 

１０ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
お
一
人
お
ひ
と
り
か

ら
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
７

月
１５
日
に
送
付
す
る
「
平
成
２３

年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

保
険
料
の
支
払
方
法 

　
平
成
２３
年
度
の
保
険
料
の
支

払
方
法
は
、
以
下
の
２
通
り
と

な
り
ま
す
。 

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
【
特

別
徴
収
】 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
お
支
払
い
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
、
税
務
課
の
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

②
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の
お

支
払
い
【
普
通
徴
収
】 

　
７
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
月
納

付
い
た
だ
き
ま
す
。
年
金
の
受

給
額
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
１
／
２
を
超
え
る
方
が

対
象
で
す
。 

被
保
険
者
証 

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

毎
年
８
月
１
日
で
す
。
７
月
下

旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か

ら
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医
療

機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
付
状
況

に
よ
っ
て
は
、
有
効
期
限
が
短

い
被
保
険
者
証
（
短
期
被
保
険

者
証
）
を
送
付
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
事
情

が
あ
る
場
合
は
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成

２２
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
平
成
２３
年
度
の
住
民
税
課

税
所
得
と
平
成
２２
年
（
１
月
か

ら
７
月
ま
で
は
平
成
２１
年
）
中

の
収
入
額
を
も
と
に
計
算
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
世
帯
状
況

の
異
動
や
所
得
の
更
正
な
ど
に

よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
臓
器
の
移
植
に
関
す

る
法
律
の
改
正
で
、
被
保
険
者

証
の
裏
面
に
、
臓
器
提
供
の
意

思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
意
思
表
示
は
任
意
で
あ
り
、

記
入
を
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証 

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
は
、
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の

際
に
医
療
機
関
で
支
払
う
一
部

負
担
金
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ

ま
す
。 

　
認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年

８
月
１
日
で
す
。
現
在
、
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月
以
降

も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

で
減
額
認
定
証
の
申
請
を
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
福
崎
町
の

担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

・
税
務
課
（
保
険
料
に
関
す
る

こ
と
）（
内
線
３
４
２
） 

・
健
康
福
祉
課
（
資
格
・
給
付

に
関
す
る
こ
と
）（
内
線
３
５

５
・
３
５
６
） 

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）
　
０
７
８
・
３
２

６
・
２
０
２
１ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です（ここでいう控除額とは、公的年
金等控除額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、
扶養控除等）は含みません）。 

（平成２２年中（１～１２月）の 
総所得金額等（※） 
　－　３３万円）×　８.２３％ 

平成２３年度保険料額 
（最高限度額５０万円） 

②所得割額 

４３,９２４円 

①均等割額 ①＋② 

＋ ＝ 

保険料の計算方法 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 

サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23



１１ 

○平成２３年度の保険税率 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

賦課限度額 

医療分 

4.3/100 

25.0/100 

　21,000円 

　22,800円 

510,000円 

後期高齢者支援金分 

1.7/100 

6.0/100 

　　6,600円 

　　7,800円 

140,000円 

介護納付金分（※） 

1.6/100 

12.0/100 

　　7,200円 

　　7,200円 

120,000円 

※介護納付金分は、40歳以上65歳未満の方のみ 

７割軽減 

５割軽減 

２割軽減 
（３３万円＋加入者数× 
３５万円）以下 

３３万円以下 

（３３万円＋世帯主を除いた 
加入者数×２４万５千円）以下 

世帯主と国民健康保険加入者 
の２２年中の所得金額の合計 

○保険税の算定方法 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

加入者それぞれの当該年度の固定資産税額（土地・家屋） 
　　　　　　× 資産割税率

 

被保険者数×定額 

１世帯につき定額 

加入者それぞれの前年中の総所得金額 
　　　　　　－ 基礎控除（３３万円）×所得割税率 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 

　
平
成
２３
年
度
の
税
率
改
正
に
よ

り
、
医
療
分
の
賦
課
限
度
額
が
５０

万
円
か
ら
５１
万
円
に
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
賦
課
限
度
額
が
１３

万
円
か
ら
１４
万
円
に
、
介
護
納
付

金
分
の
賦
課
限
度
額
が
１０
万
円
か

ら
１２
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
の

み
で
、
そ
の
他
の
税
率
改
正
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

  

　
平
成
２２
年
中
の
所
得
金
額
が
所

得
基
準
を
下
回
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
の
均
等
割
と
平
等
割

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け

る
た
め
の
申
請
は
不
要
で
す
。 

　
た
だ
し
、
未
申
告
世
帯
は
軽
減

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

            

　
平
成
２１
年
３
月
３１
日
以
降
、
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た

６５
歳
未
満
の
方
の
保
険
税
は
、
前

年
給
与
所
得
を
３０
／
１００
と
み
な
し

て
計
算
し
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。 

 

★
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
方
へ
高
齢
受

給
者
証
を
発
送
し
ま
す 

　
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に

発
送
し
ま
す
。 

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
の
自

己
負
担
割
合
が
軽
減
さ
れ
、
負
担

割
合
は
１
割
で
す
。
（
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
負
担
）。
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
時
は
、
保
険
証
と

い
っ
し
ょ
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
特
定
基
本
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

　
１
年
に
１
回
は
健
康
度
を
数
値

や
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
確
認
し
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。 

　
特
定
基
本
健
康
診
査
の
結
果
、

健
康
状
態
が
悪
化
す
る
恐
れ
の
あ

る
人
に
は
「
特
定
保
健
指
導
」
の

案
内
を
送
付
し
ま
す
。 

　
な
お
、
生
活
機
能
評
価
（
介
護

予
防
を
目
的
に
６５
歳
以
上
の
方
に

実
施
）
は
、
本
年
度
か
ら
健
診
以

外
で
実
施
し
ま
す
。 

　
特
定
基
本
健
診
・
が
ん
検
診
は

健
診
当
日
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ

ん
の
で
、
事
前
に
申
込
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。 

★
一
部
負
担
金
の
減
免
・
猶
予
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
入
院
す
る
国
保
加
入
者
が
い
る

世
帯
で
、
事
業
の
廃
業
、
失
業
、

災
害
等
に
よ
り
、
一
時
的
に
生
活

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
一
部
負
担
金
（
病
院
の
窓

口
で
支
払
う
お
金
）
の
減
免
・
猶

予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
と
、
こ
の

制
度
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

★
限
度
額
適
用
認
定
証
が
必
要
な

方
へ 

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の

自
己
負
担
費
用
が
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。
入
院
の
際
は
、
あ
ら

か
じ
め
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
交
付
対
象
者
は
７０
歳
未
満
の
方
、

ま
た
は
７０
歳
以
上
で
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
で
す
。
住
民
票
上
の

同
一
世
帯
で
な
い
方
が
申
請
に
来

ら
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。 

　
な
お
、
本
年
度
か
ら
通
院
の
場

合
も
適
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
）
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
と
、

こ
の
制
度
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

★
こ
ん
な
時
は
１４
日
以
内
に
届
出
を 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き 

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

と
き 

・
職
場
の
健
康
保
険
等
を
脱
退
し

た
と
き 

・
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養

者
で
な
く
な
っ
た
と
き 

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き 

国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き 

・
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き 

・
職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し

た
と
き 

・
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養

者
に
な
っ
た
と
き 

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き 

※
本
人
も
し
く
は
住
民
票
が
同
一

の
家
族
の
方
が
届
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
方
が
届
出
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ

と
　
税
務
課
（
内
線
３
４
１
） 

○
国
民
健
康
保
険
の
資
格
・
給
付

に
関
す
る
こ
と
　
健
康
福
祉
課

（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

平
成
２３
年
度
　
　
　
　
　 

国
民
健
康
保
険
税
の
　
　 

　
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た 

保
険
税
の
軽
減
制
度 

非
自
発
的
失
業
者
の
方
へ 



　町税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動車税）は、定められた期限（納期限）までに
自主的に納付していただくことになっています。納期限までに完納されない場合は、期限内に納付され
た方との公平性を保つため、本来の納付額のほかに「延滞金」もあわせて納付していただくこととなり
ます。 
　延滞金は、未納額に対し、年１４．６％（ただし、納期限の翌日から１ヶ月を経過するまでの期間は、年
７．３％を上限とした地方税法で定める割合）で計算されます。納期限を過ぎても納付されずに放置され
た場合、思いもよらない高額な延滞金になることがありますので、納期限を十分にご確認いただき、期
限内納付にご理解とご協力をお願いします。 

問い合わせ先　税務課　収納係（内線３４２・３４３） 

＝町税の延滞金について＝ 

納期限を過ぎた納付には延滞金が加算されます 

　町と県では、昭和５６年５月以前に着工された住宅を対象に、住まいの耐
震化を支援しています。 

問い合わせ先　役場まちづくり課（内線３３５・３３６）　ホームページ：http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

　簡易耐震診断の結果、評点の低かった住宅については、次の補助が受けられますので、ご検討ください。 

住宅耐震改修計画策定 ⇒ ⇒ 住宅耐震改修工事 簡易耐震診断 

木造戸建住宅の場合 
27,000円の補助 

最大20万円の補助 最大110万円の補助 

◎簡易耐震診断推進事業 
　町が簡易耐震診断員を派遣し、調査・診断を実施します 
対　　象　昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅 
費　　用　木造戸建住宅の場合３０,０００円（個人負担額３,０００円） 
申込期日　平成２４年１月３１日まで 

制
度
の
流
れ 

福崎町住宅耐震改修促進事業 
　町が耐震改修工事にかかる費用の一部を補助し

ます。 

対　　象　昭和５６年５月３１日以前に着工された

自己の居住用の戸建住宅で、県の「わが家の耐

震改修促進事業」（耐震改修工事費補助）の交

付決定を受けた者 

　※町税等の滞納がないこと 

補助金額　費用の１６分の１以内（１５万円／戸を

上限） 

※町内施工業者を利用した場合、さらに費用の

１６分の１以内（１５万円／戸を上限）を加算 

わが家の耐震改修促進事業 
　県が耐震改修の計画策定と工事にかかる費用の
一部を補助します 
対　　象　昭和５６年５月３１日以前に着工され、
耐震診断で安全性が低いと判断された住宅で、
県住宅再建共済制度に加入している（する）者 
※所得が１,２００万円（給与収入１４,４２１,０５３円）
以下の県民 

補助金額　①計画策定費補助：費用の３分の２以
内（戸建住宅の場合２０万円／戸を上限） 
②工事費補助：費用の４分の１以内（戸建住宅
の場合６０万円／戸を上限、最大２０万円加算（平
成２３年度まで）） 

申込期日　予定戸数に達し次第受付終了 

１２ 



内閣官房 

消 防 庁 

気 象 庁 

防災無線 福 崎 町 

大地震です！ 

大地震です！ 

１３ 

防災無線で緊急情報をお知らせします 防災無線で緊急情報をお知らせします 
全国瞬時警報システム（J－ALERT） 

●全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは 
　緊急地震情報や弾道ミサイル発射情報といった、
対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、
国から通信衛星を介して情報が送信され、町が受
信し、防災行政無線を自動起動することにより、
瞬時に緊急情報をお知らせするものです。 
（福崎町では６月１日から運用開始） 

　防災行政無線からこれらの情報が放送されたときは、すぐに身の安全を
確保し、あわてず落ち着いて行動するとともに、テレビやラジオからの情報、
町からの情報などに注意してください。 

日頃の備え 
●懐中電灯、ラジオ、非常持ち出し品等が

そろっているかチェックをしましょう。 

●福崎町防災マップで土砂災害警戒区域を

確認することができます。どこが危険か、

避難場所はどこかを日頃から確認してお

きましょう。 

●避難する道に危険な場所がないか調べて

おきましょう。 

●土砂災害の多くは雨が原因で起こります。

気象情報に気を配り、連続雨量や時間雨

量などをチェックしましょう。 

 

→気象情報のほかに国土交通省【川の防災

情報】なども参考にしてください 

http://www.river.go.jp/

早めの避難 
　次に示すのは土砂災害の主な前兆現象です。これらの現

象を見たり聞いたりしたときは、早めに避難しましょう。（前

兆現象がなくても土砂災害が起こることがあります。） 

 【お知らせする情報】 
◎国民保護情報 
　福崎町に武力攻撃などが発生、あるいは予測され
る場合（ゲリラ攻撃、航空攻撃、弾道ミサイル発
射、大規模テロなど） 

◎緊急地震速報 
　兵庫県南西部に震度４以上の地震が予測される場合 
◎震度速報 
　兵庫県南西部に震度４以上の地震が発生した場合 

住民生活課（内線３７２） 

（まちづくり課） 

土砂災害に備えよう 
土砂災害から身を守るためには「日頃の備え」と「早めの避難」が大切です。 

土石流 がけ崩れ 

雨がどんどん降っているのにもかか
わらず川の水位が下がった。流木が
多くなった。 

がけから小石が落ちてきた。 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　町内の農地の売買・贈与・貸借などは、福崎町農業委員会（または県知事）
の農地法第３条にもとづく許可が必要です。許可を受けない行為は無効とな
ります。 
 
農地法第３条許可事務について 
①福崎町農業委員会では、毎月５
日（休日の場合は翌開庁日）締
め切りで申請書類を受け付けて
います。毎月２０日前後に行う農
業委員会総会で、申請書、添付
書類、現地確認などの審査を行い、
許可（不許可）を決定します。 
②町内の方が町内の農地の売買な
どを申請する場合は、その月末
を目途に許可書を交付します。
町外の方が町内の農地について
申請する場合は、県知事に進達
するため、許可書の交付は翌月
の月末頃になります。 

農地を売買・贈与・貸借されたい方へ 

農地法第３条の許可基準 

　次のすべてを満たす必要があります。 
①申請農地を含め所有している農地または借りている農地のすべてを
効率的に耕作すること（効率利用要件） 

②申請者または世帯員等が農作業に常時従事すること 
　（農作業常時従事要件） 
③申請農地を含め耕作する農地の合計面積が下限面積以上であること 
　（下限面積要件（※）：福崎町では３,０００㎡） 
④申請農地の周辺の農地利用に影響を与えないこと（地域との調和要件） 
⑤所有権移転の場合、農業生産法人の要件を満たすこと（農業生産法人要件） 
 
※下限面積要件 
　経営面積があまりに小さいと、生産性が低く、農業経営が効率的・
安定的に行われない恐れがあるため、許可後に経営する農地面積が一
定以上にならないと許可はできません。 

【農地法第３条許可申請から許可書交付までの流れ】 

～安定した給水確保のために～ 

水道週間にあわせ技術講習会を実施 
　
６
月
１
日
（
水
）
、

水
道
週
間
（
６
月
１

日
〜
７
日
）
に
あ
わ

せ
て
、
技
術
講
習
会

が
管
工
事
業
協
同
組

合
事
務
所
（
旧
給
食

セ
ン
タ
ー
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、

水
道
課
職
員
及
び
管

工
事
業
協
同
組
合
の

工
事
担
当
者
が
、
万

が
一
に
備
え
、
姫
路

市
消
防
局
に
よ
る 

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た

心
肺
蘇
生
法
」
の
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

模
型
を
用
い
て
人
工

呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
等

を
行
い
、
救
命
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

（
水
道
課
） 

申請書類は福崎町農業委員会（事務局：役場産業課）でお渡しします。 

売買・贈与・貸借など内容に応じて必要書類も異なります。 
記入例や必要書類一覧表をご参照ください。 

記入漏れや必要書類の不足があると、受付できない場合があります。
十分に確認をお願いします。 

申請書類の受付は毎月５日（休日の場合は翌開庁日）が締め切りです。 

申請についての相談 

申請書の記入 

添付書類の用意 

提出前の再確認 

申請書と添付書類の提出 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（産業課内・内線394） 

１４ 



子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　７月１９日（火）・８月１６日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　８月２日（火） 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

７月１４日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体遊びな

どを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

８月４日（木）　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターなど、親子

でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

日　時　７月２６日（火）　１０：００～１１：３０ 

場　所　子育て支援センター 

テーマ　「ぐっすりねむる」 

　　　　～あなたの子どもは夜ぐっすりねむって

　いますか？～ 

　　　　※個別相談員、スタッフもごいっしょし

　　　　　ます。 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

定　員　１５組 

　短冊に願いごとを書いて、地域の方といっしょ

に親子で七夕会を楽しみませんか。 

日　時　８月３日（水）　１０：００～１１：００ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

日　時　８月４日（木）　１０：００～１１：００ 

場　所　八千種幼稚園　お遊戯室 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

定　員　各日とも２０組 

日　時：８月２日（火）１０：３０～１１：３０（受付１０：００～） 

場　所：エルデホール・メインホール 

「きかんしゃポーくん」 

　野原をさんぽのきかんしゃポーくん。そこへやってきた、飛

行機くん、自動車くんと丘の上まで競争が始まります。のんび

りやのきかんしゃポーくんは、ちょうちょうやアヒルの親子や

羊たちと遊んで競争を忘れてしまいます。さて、待ちくたびれ

た飛行機くんや自動車くんは…。子どもたちの大好きな乗り物

が主人公のお話です。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

　お天気の良いときは、おひさまらんどの玄関先で、ちょっと

した水遊びを楽しみませんか。水遊びがしたいときは、水着、着

替え、タオルなどを各自でご持参く

ださい。 

※体調の悪い時や肌に異常のある場

合はご遠慮願います。お子さんの

体調には十分ご注意ください。 

日　時　７月２１日（木）　１０：００～１０：３０ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

演　奏　牛尾奈津美さん 

　　　　玉置真梨さん 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

１５ 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

ご
み
の
減
量
・
分
別
に
ご
協
力
を
！ 

ご
み
の
減
量
・
分
別
に
ご
協
力
を
！ 

１６ 

６月からお支払いする年金額が　　 
　　　　０．４％引き下げられました 
６月からお支払いする年金額が　　 
　　　　０．４％引き下げられました 
６月からお支払いする年金額が　　 
　　　　０．４％引き下げられました 

〇本年１月に総務省から、平成２２年平均の全

国消費者物価指数が、平成２１年に比べ、マ

イナス０．７％となったことが発表されました。 

〇現在支給されている年金については、法律

上、直近の年金額引き下げの年（平成１７年）

よりも物価が下がった場合は、それに応じ

て年金額を改定することとしています。 

〇平成２２年の物価は基準となる平成１７年の

物価と比較して、マイナス０．４％となった

ことから、平成２３年度の年金額は０．４％の

引き下げとなりました。（４月分が支払わ

れる６月の支払から、額が変わります。） 

〈参考〉平成２２年度と平成２３年度における年金額の比較 

※改定後の年金額は、法律で定める

端数処理や、付加年金に物価スラ

イド改定がないことなどにより、

平成２２年度の年金額を０．４％引き

下げた額と完全に一致するもので

はありません。 

問い合わせ先　姫路年金事務所　　０７９－２２４－６３８５ 

国民年金 
[老齢基礎年金額（満額）：１人分]

平成２２年度（月額） 

２３２，５９２円 

６６，００８円 
６５，７４１円 

（▲２６７円） 

２３１，６４８円 
（▲９４４円） 

平成２３年度（月額） 

厚生年金 
[夫婦２人分の老齢基礎年金を 
含む標準的な年金額]

物価下落に伴う年金額の改定 
平成２１年の全国
消費者物価指数 

平成２２年の全国
消費者物価指数 

平成１７年の全国
消費者物価指数 
（年金額の基準） 

物
価
物
価
の
下
落
下
落 
物
価
の
下
落 

年
金
額

年
金
額
の
改
定
改
定 

年
金
額
の
改
定 

▲０.７％ ▲０.４％ 

　
昨
年
度
、
福
崎
町
の
ご
み

を
処
理
す
る
た
め
、
収
集
す

る
費
用
、
く
れ
さ
か
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
等
で
処
理
す
る

費
用
を
合
わ
せ
る
と
年
間
で

約
３
億
２
２
０
０
万
円
の
お

金
が
使
わ
れ
ま
し
た
。 

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量

を
減
ら
し
、
き
ち
ん
と
分
別

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
の
処
理
費
用

の
節
約
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

焼
却
す
る
ご
み
の
量
を
減
ら

す
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
量

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。 

●
ご
み
の
減
量
を 

・
生
ご
み
は
水
分
を
十
分
に

切
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。 

・
生
ご
み
処
理
容
器
や
生
ご

み
処
理
機
を
活
用
し
て
生

ご
み
の
減
量
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
（
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
） 

・
買
い
物
の
際
、
不
要
な
袋

や
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。 

・
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
（
植

物
性
）
は
、
役
場
な
ど
町

内
６
か
所
で
回
収
し
て
い

ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
容
器
に
入
れ
、
し
っ

か
り
栓
を
し
て
、
容
器
ご

と
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入

し
て
く
だ
さ
い
。 

・
子
ど
も
会
な
ど
が
行
っ
て

い
る
資
源
ご
み
の
集
団
回

収
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

●
き
ち
ん
と
分
別
を 

　
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
古
紙
（
新
聞
・

雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
）
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
ミ

ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
資

源
ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別

す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
資
源
ご
み
に
分

類
さ
れ
る
も
の
が
可
燃
ご
み

や
不
燃
ご
み
に
混
ざ
っ
て
出

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
り
ま
す
。 

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

を
も
う
一
度
見
直
し
、
資
源

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。 

（
住
民
生
活
課
） 



　
『
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
』（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
５
月
分
） 

寄
附
者
・
寄
附
金
額 

図
書
館
応
援
隊
民
話
か
た
り
べ
グ

ル
ー
プ
様
（
福
崎
町
） 

　
１
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

１７ 

お知らせ 

information

寄
贈
の
お
礼 

　
町
内
小
学
校
へ
実
験
キ
ッ
ト
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

寄
贈
者
　
㈱
リ
ョ
ー
ザ
ン
代
表
取

締
役
社
長
　
坪
内
通
夫
様
（
柳

田
國
男
先
生
の
ご
兄
弟
で
あ
る

井
上
通
泰
先
生
ご
子
孫
） 

寄
贈
物
　
実
験
キ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　『
せ
ん
い
判
定
の
研
究
』 

　
　
　
　
２
１
０
セ
ッ
ト 

（
学
校
教
育
課
） 

善
意 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は
、 

　
　
７
月
１９
日
（
火
） 

　
　
８
月
１５
日
（
月
） 

　
　
８
月
１６
日
（
火
） 

　
　
９
月
２０
日
（
火
） 

　
　
１０
月
１８
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
１０
月
中
の
利
用

は
、
８
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以 

外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

平
成
２３
年
度
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
更
新
申
請
手
続
き

に
つ
い
て 

　
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
更

新
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者
　
有
効
期
限
が
平
成
２３
年

９
月
３０
日
ま
で
の
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
で
、
１０
月
１
日
以

降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交

付
を
希
望
す
る
方 

申
請
受
付
期
間 

　
９
月
３０
日（
金
）ま
で 

※
必
要
書
類
は
、
中
播
磨
健
康
福

祉
事
務
所（
福
崎
保
健
所
）ま
で
。 

注
意
点 

　
受
給
者
証
が
審
査
会
か
ら
手
元

に
届
く
ま
で
に
２
か
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
８
月

中
旬
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
が
９
月
以
降
に
な
る
と
、

受
給
者
証
が
１０
月
ま
で
に
手
元
に

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所 

　（
福
崎
保
健
所
）
地
域
保
健
課 

　
　
２２
・
１
２
３
４ 

  

日
赤
社
資
へ
の
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

　
５
月
に
み
な
さ
ん
か
ら
総
額
２

５
７
万
６
９
３
３
円
の
社
資
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
全
額
を
日
本
赤

十
字
社
兵
庫
県
支
部
へ
納
め
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
日
本
赤
十
字
社
活

動
へ
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
福
崎
町
分
区
） 

発売期間　７月１１日（月）～２９日（金） 
抽せん日　８月９日（火） 
問い合わせ先：（財）兵庫県市町村振興協会 
　　　　　　　　０７８－３２２－１１５１ 

＊市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の収益金は、市町村
の明るく住みよいまちづくりに使われます。また、発売実績

に応じて交付されますので、ぜひ県内の
宝くじ売り場でお買い求めください。 

正 規 職 員 募 集 
　次のとおり正規職員を募集します。 

●職種 

　　・一般行政職……………………………２名程度 

　　・保育士・幼稚園教諭…………………２名程度 

●受付期間 

　　7月29日（金）～8月5日（金） 

●試験日（１次試験） 

　　9月18日（日） 

▼受験申込書の請求・問い合わせは、役場総務課人

事係（内線２２２）へ。 



猫
の
引
取
り
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
７
月
２６
日（
火
） 

　
８
月
２３
日（
火
） 

　
９
月
２７
日（
火
） 

引
取
方
法 

・
当
日
の
朝
８
時
３０
分
か
ら
１０
時

ま
で
に
、
役
場
住
民
生
活
課
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
事
前
に
猫
搬
送
箱
を
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
、
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

＊
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 

  

自
衛
官
募
集 

募
集
種
目 

　
Ａ
航
空
学
生 

　
Ｂ
一
般
曹
候
補
生 

　
Ｃ
自
衛
官
候
補
生 

応
募
資
格 

　
Ａ
高
卒
（
見
込
含
）
２１
歳
未
満

の
者 

　
Ｂ
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
者 

　
Ｃ
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
者 

受
付
期
間 

　
Ａ
・
Ｂ 

　
８
月
１
日（
月
）〜
９
月
９
日（
金
） 

Ｃ ﹇
男
子
﹈
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

い
ま
す
。 

﹇
女
子
﹈
８
月
１
日（
月
）〜 

　
　
　
　
９
月
９
日（
金
） 

試
験
日 

Ａ
【
１
次
試
験
】
９
月
２３
日（
金
・
祝
） 

　
【
２
次
試
験
】１０
月
１５
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
〜
２０
日（
木
） 

　
【
３
次
試
験
】１１
月
１２
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
〜
１２
月
１５
日（
木
） 

Ｂ
【
１
次
試
験
】
９
月
１７
日（
土
） 

　
【
２
次
試
験
】１０
月
６
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
〜
１３
日（
木
） 

Ｃ ﹇
男
子
﹈
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

﹇
女
子
﹈
９
月
２５
日（
日
）〜 

　
　
　
　
２８
日（
水
） 

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部 

　
姫
路
地
域
事
務
所 

　
　
０
７
９
・
２
８
２
・
０
５
３
５ 
  

平
成
２３
年
度
人
権
問
題
文
芸

作
品
「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」

募
集 

　
兵
庫
県
と
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
人
権
啓
発
協
会
で
は
、
人
権
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
、
支
え
合
う

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
、
人
権

文
化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決

に
関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸

作
品
（
小
説
、
随
筆
、
詩
、
創
作

童
話
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

応
募
締
切
　
９
月
２０
日（
火
）ま
で 

対
象
　
県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

を
含
む
未
発
表
・
未
投
稿
（
他

の
文
芸
賞
へ
の
重
複
応
募
を
含

む
）
の
自
作
の
作
品
に
限
り
ま

す
。
字
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
（
公
財
）
兵
庫
県

人
権
啓
発
協
会
（
　
０
７
８
・
２

４
２
・
５
３
５
５
）
へ
。 

  

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
大
学
で
す
。
こ
の
た
び
、
平
成

２３
年
度
第
２
学
期
（
１０
月
入
学
）

の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。
大
学

や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目

か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
こ
の
機
会
に
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

　
８
月
３１
日（
水
）ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ouj.ac.jp 

  

１８ 

東日本大震災により被害を受けられた方へ 
税金についてのお知らせ 

東日本大震災により被害を受けられた方へ 
税金についてのお知らせ 

　大震災により被害を受けられた方は、所得税の軽減

・免除が受けられ、税務署で手続きを行うことで所得

税が還付となる場合があります。そのほか、源泉徴収

税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の自動車重

量税の還付などの特例があります。 

　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせいただく

か、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧く

ださい。 

　また、地方税についても、住民税等の特例がありま

す。 

　詳しくは、役場税務課へお問い合わせください。 

問い合わせ先 

　〇姫路税務署　　０７９－２８２－１１３５ 

　〇税務課住民税係（内線３４４・３４５） 

●文化センター行事予定（7／22～8／21） 

神崎学園 
日時：７月２８日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月１１日（木）１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：８月１１日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月１８日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：７月２８日（木）１３：２０～１５：００ 
演題：腹式呼吸で健康長寿 
講師：ＮＰＯ法人　国際芸術家協会 
　　　　大西由香里さん 
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。 
　どうぞ、お越しください。 



カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！ 

　
大
自
然
の
な
か
で
カ
ヌ
ー（
カ

ヤ
ッ
ク
）に
乗
っ
て
遊
び
ま
せ
ん

か
？
初
め
て
の
人
に
は
乗
り
方
か

ら
指
導
し
ま
す
の
で
、
誰
で
も
簡

単
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！ 

日
時
　
８
月
２１
日（
日
） 

　
　
　
９
時
〜
１２
時 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
高
校
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
３０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
７
月
２６

日
（
火
）
〜
８
月
７
日
（
日
）
に

第
１
体
育
館
へ 

参
加
費
　
５
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

（
　
２２
・
１
１
５
３
） 

ス
ポ
ー
ツ 

１９ 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人
コ
ム
サ
ロ
ン
２１
が
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ

ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳

か
ら
概
ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
相
談
業
務

や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル

面
と
キ
ャ
リ
ア
面
の
両
方
か
ら
支

援
し
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
（
神

河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
）
を
対

象
に
、
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
７
月
２８
日（
木
） 

１３
時
３０
分
〜
、
１４
時
３０
分
〜
、

１５
時
３０
分
〜
各
１
人
・
予
約
制 

会
場
　
神
河
町
中
央
公
民
館 

　
　
　
会
議
室 

　
　
神
崎
郡
神
河
町
寺
前
６４ 

　
　
（
神
河
町
役
場
西
側
） 

内
容 

・
「
働
く
自
信
が
な
い
」
な
ど
の

心
の
問
題
を
抱
え
る
若
者
や
そ

の
保
護
者
か
ら
の
相
談 

・
就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る

相
談
な
ど 

締
切
　
７
月
２１
日（
木
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町 

　
・
市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

神
河
町
住
民
生
活
課 

　
３４
・
０
９
６
２ 

  

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に 

つ
い
て
の
お
願
い 

　
７
月
１
日
（
金
）
〜
３１
日
（
日
）、

走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
「
車
内
事
故
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
怪
我
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、

バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

い
て
か
ら
席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹

し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
満
席
の
た
め
お
立
ち
の
場

合
に
は
、
つ
り
革
や
握
り
棒
に
し

っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
お
願
い 

　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

後
部
座
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
、
バ
ス

の
お
客
様
に
つ
い
て
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
義
務
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
お
客
様
の
安
全
の
た
め
、
法
律

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
必

ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
ご
着
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
神
戸
運
輸
監
理
部
　
兵
庫
陸
運

部
・（
社
）兵
庫
県
バ
ス
協
会
） 

け
　
が 

お
お
む 

　団塊の世代の方を対象にした講座です。 
　団塊の世代が、個性豊かに自らの生きがいを見つけ、い
つまでも元気でいきいきとくらし続けることを応援するた
めに実施します。 
対　　象　昭和２８年以前に生まれた方　募集人員　５０人 
会　　場　文化センター　　　　　　　受 講 料　５００円 
申込期間　７月２２日（金）～８月１２日（金） 
申込方法　所定の用紙に必要事項を記入のうえ、受講料

を添えて文化センターへ。 
　※詳しくは、７月中旬の町内回覧でお知らせします。 

平成２３年度　もちのきセミナー 

回 日　時 講座内容 講　師 

1

2

3

4

5

９月１７日（土） 
１４：００～１５：００ 

【開講式】 
「インフルエンザの最新動向と対策」 
－今年のインフルエンザはどうなるのか－ 

いきいきわくわく音楽療法 

免疫力を高める生きかた 

さわやかコンサート 

「心の健康と福祉」 

近畿医療福祉大学教授 
勝田吉彰 

音楽療法士 
寺村久美子 
ＷＡＨＡＨＡ代表 
木元聖花 

Ｇ・ＢＡＮＤ 

近畿医療福祉大学教授 
石野敏夫 

１０月２２日（土） 
１４：００～１５：００ 
１１月２６日（土） 
１４：００～１５：００ 
１２月１７日（土） 
１４：００～１５：００ 
１月２１日（土） 
１４：００～１５：００ 

○日程、講座の内容などが変更することがあります。 



俳

句

会 

目
覚
め
よ
く
吾
子
ら
賑
や
か
初
夏 

の
朝
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
窓
開
き
初
夏
風
入
れ
る
朝
厨 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

托
鉢
僧
歩
み
も
軽
し
夏
始
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

時
候
見
舞
友
へ
文
出
す
夏
始
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

竹
落
葉
う
な
が
す
風
の
嵯
峨
野
道 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

料
理
屋
の
匂
い
流
れ
て
竹
落
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

峡
風
の
吹
き
抜
け
る
里
竹
葉
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

枝
蛙
里
山
の
雨
知
ら
せ
居
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

雨
蛙
小
枝
揺
ら
し
つ
鳴
き
に
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

山
峡
の
秘
湯
に
こ
だ
ま
す
夏
鶯 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

ラ
ム
ネ
飲
む
玉
の
抵
抗
う
け
な
が

ら
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

笹
落
葉
積
も
る
路
傍
に
無
縁
墓
碑 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

雨
蛙
鳴
い
て
少
し
の
日
照
り
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
寿
賀
子 

 

夕
風
に
誘
わ
れ
乱
舞
笹
落
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
ふ
じ
子 

 

窓
開
け
て
ハ
ー
ブ
テ
ィ
飲
む
初
夏

の
朝
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

夏
初
め
目
覚
め
に
磯
香
御
崎
宿 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
芙
美 

 

紙
飛
行
機
飛
ば
せ
る
空
に
若
葉
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

短

歌

会 

満
開
の
桜
の
枝
に
鳴
く
か
ら
す
見
上
げ
る
わ
れ
に
何

を
語
る
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

耀
や
か
に
偉
容
を
誇
る
高
層
ビ
ル
の
あ
わ
い
翳
濃
き

国
会
議
事
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

ラ
ッ
パ
す
い
せ
ん
野
原
に
一
本
女
王
の
ご
と
草
を
し

も
べ
に
す
っ
く
と
咲
き
お
り
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

畑
な
る
生
ご
み
コ
ン
ポ
に
捨
て
に
行
く
鰯
の
頭
の
春

陽
か
が
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

躊
躇
す
る
よ
う
に
右
掌
に
落
ち
き
た
る
風
花
溶
く
る

三
秒
の
の
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

卆
寿
近
き
人
の
書
か
れ
い
る
短
歌
一
首
み
な
ぎ
る
力

軸
よ
り
に
じ
み
来
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

此
の
世
お
ば
い
つ
去
り
行
か
ん
歳
重
ね
限
り
あ
る
身

の
未
知
数
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

夏
野
菜
植
え
終
え
し
宵
の
小
糠
雨
冷
え
沁
み
る
身
に

甘
酒
温
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

 

黄
砂
に
も
含
ま
れ
い
る
か
微
粒
子
の
越
境
汚
染
は
西

の
涯
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

新
墓
に
我
が
戒
名
の
赤
き
文
字
や
が
て
は
消
さ
る
る

生
き
の
証
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

曾
つ
て
手
に
ふ
れ
た
る
馬
の
手
ざ
は
り
と
若
竹
の
皮

に
似
た
る
感
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

松
山
の
城
下
に
恩
師
を
訪
ね
た
り
八
十
九
歳
に
杳
き

お
も
か
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

う 

た 

か
が 

か
げ 

に
い
は
か 

ひ
と
も
と 

「
平
成
２３
年
度
福
崎
町
親
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
参
加

募
集
！ 

日
時
　
８
月
６
日（
土
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
福
崎
小
学
校
体
育
館 

参
加
資
格
　
町
内
に
在
住
し
て

い
る
大
人
（
学
生
可
）
及
び

小
学
生 

チ
ー
ム
編
成
　
大
人
２
人
（
常

時
出
場
）
小
学
生
４
人 

　（
い
ず
れ
も
男
女
問
わ
ず
） 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
１
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円 

申
込
　
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
７
月
３０

日
（
土
）
ま
で
に
第
１
体
育

館
ま
た
は
協
会
役
員
へ
。 

※
詳
し
く
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
・
大
杉
（
　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

２２
・
３
２
３
１
）へ
。 

  

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
６
月
１２
日
（
日
）
、
第
１
体

育
館
で
「
第
４０
回
福
崎
町
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
Ｖ
・
Ｉ
・
Ｐ
笑
・ 

準
優
勝
　
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ 

第
３
位
　
５
５
５ 

第
４
位
　
チ
ー
ム
と
よ
と
み 

　
　
　
　
（
田
原
Ｓ
Ｃ
所
属
） 
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
５
月
８
日（
日
）、
「
第
１５
回

福
崎
町
女
子
６
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

７
チ
ー
ム
の
参
加
で
郡
外
か
ら

も
参
加
さ
れ
、
バ
レ
ー
技
術
の

向
上
と
親
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
Ｖ
・
Ｉ
・
Ｐ
笑
・ 

準
優
勝
　
杉
の
子
倶
楽
部 

 

優勝した「V・I・P笑・・」のみなさん 優勝した「V・I・P笑・・」のみなさん 

２０ 



食中毒予防・・・菌をつけない　増やさない　やっつける 
熱中症予防・・・暑さを避けて　水分補給をしっかりと No.279

２１ 

食中毒を予防しましょう 

肉を食べる時は中心部までしっかり加熱 

肉を原因とする食中毒を予防するために次のことに気をつけましょう 

　北陸地方を中心に展開する焼肉チェーン店で腸管

出血性大腸菌による食中毒事件が発生しました。 

　調査の結果、患者はユッケなどを食べ、溶血性尿

毒症症候群（HUS）により亡くなられた方もあり

ます。 

　牛などの家畜は、腸管内に病原性大腸菌を保有し

ていることがあり、食肉の生食は危険です。 

　特に、子どもや高齢者など抵抗力が弱い人は、腸

管出血性大腸菌に感染すると重症化するおそれがあ

ります。食肉はしっかり加熱して食べましょう！ 

肉を焼く箸（はし）と食べる箸（はし）を 
使い分けましょう 

生肉に添えてある野菜は火を通してから 
食べましょう 

十分に加熱して食べてください 
特に子どもや高齢者は、生レバーやユッケ、
食肉の刺身などの生食は控えてください 

　兵庫県では、腸管出血性大腸菌による食中毒防止

に関する情報をホームページに掲載していますので、

参考にしてください。 

（兵庫県ホームページ ＞ 食・農林水産 ＞ 食と農 ＞ 

　食の安全安心 ＞ 食中毒について） 

　問い合わせ・ご相談は、最寄りの「健康福祉事務

所（保健所）食品薬務衛生課」または「県生活衛生課」

へ 

　〇中播磨健康福祉事務所　　０７９０－２２－１２３４ 

　〇県生活衛生課　　０７８－３６２－３２５７ 



２２ 

◎日本脳炎（平成7年6月1日～平成19年4月1日に生まれた方へ） 

　平成17年度から積極的な接

種勧奨を差し控えていた未接種

者の接種対象枠が拡大されまし

た。 

　上記の生まれの方で、接種途

中、または、全く未接種の方は、

残りの接種回数分の接種を受け

てください。 

　予診票（問診票）を紛失した

方は、保健センターへ取りに来

てください。 

　接種回数分の予診票をお渡し

します。 

◎麻しん・風しん（MR） 

　平成23年度に限り「高校2年生に相当の
年齢の者」（17歳）が追加され、修学旅行や
学校行事として研修旅行で海外に渡航する
場合に接種可能となります。 
　特段の事情がない場合は、高校3年生相当
（18歳）で接種します。 
　希望者は、事前に保健センターで申請手
続きをしてください。 

◎子宮頸がんワクチン 

　現在、子宮頸がん予防ワクチンは、供給量を見ながら
順次接種が進められています。 
　平成22年度に接種を開始して、現在、高校1年生、2
年生に相当する年齢の方は、予定通り8月6日以降、医
療機関に連絡のうえ、接種を受けてください。 
　平成23年4月以降に申請された中学1～3年生に相当
する年齢の方については、国からの開始可能の通知があ
り次第、お知らせしますので、しばらくお待ちください。 
　なお、高校2年生に相当する年齢の方については、新
規の申し込みは受付できません。 
　中学1年～高校1年生に相当する年齢で、接種を希望
する方は、保健センターで早めに申請手続きをしてくだ
さい。 

（高校2年生相当の方へ） （中学1年～高校2年生に相当する女子生徒へ） 

★差し控えによる日本脳炎未接種者の受け方（4回接種の場合） 

特例対象者：平成７年６月１日～ 
　　　　　　平成１９年４月１日に生まれた方 

改正点 追加 

4歳から20歳未満の間に、4回の接種のうち 
不足分を接種できる（ただし、4回目は9歳以上の方） 

4回の接種のうち残りを、6日以上の間隔をおいて接種 
（ただし4回目は9歳以上の方） 

6～28日間隔 おおむね1年 6日以上 

接種が 
不十分の方 

全く接種を 
受けていない方 

（ただし4回目は9歳以上の方） 

熱中症の予防法 　７月～８月がピークです。一人ひとりが自分の体調の変化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配りましょう。 

水分・塩分補給 
○こまめな水分・塩分補給 
＊高齢者、障害児・障害者の方は、のどの渇きを感
じなくても、こまめに水分補給を。 

熱中症になりにくい室内環境 

○扇風機やエアコンを使った温度調節 
○室温が上がりにくい環境確保 
　（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など） 

○こまめな室温確認 

外出時の準備 

○日傘や帽子の着用 
○日陰の利用、こまめな休憩 
○通気性の良い、吸湿・速乾の衣類着用 

体調に合わせた取り組み 
○こまめな体温測定 
　（特に体温調節が十分でない高齢者、障害児･障害
　者、子ども） 

○通気性の良い、吸湿・速乾の衣類着用 
○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却 

けい 



第115号 

　『立ったままで靴下が履けなくなった』とい

われる方は注意が必要です。歳のせいと放って

おくと介護が必要になる危険性が高くなります。 

　要介護の原因は、脳卒中や認知症などがあり

ますが、最近ではそれに加え、骨折や関節疾患

などの運動器の障害も注目されています。運動

器とは骨・関節・筋肉など体を動かすために必

要な器官のことをいいます。運動器の問題は、

加齢による筋力やバランスの低下から、変形性

関節症や骨粗鬆症などの運動器自体の疾患によ

るものまで多様です。 

　その上、病態が複数連鎖し合うことが多いため、

「立つ」「歩く」などの動作に支障をきたしやす

く、寝たきりになる場合があります。 

　最近では、このように運動器の衰えから移動

能力が低下した状態をロコモティブシンドロー

ム（ロコモ）といい、運動機能の低下を早期に

気づき、予防のための行動を起こすことが大切

だと考えられています。 

　まずは、ロコチェックで生活を振り返ってみ

ましょう。1つでも当てはまる場合はロコモの

可能性があります。 

　ロコモの予防や改善には、下肢の筋力をつけ

るスクワットなどの運動が効果的です。また、

楽しみながら続けることが

できる運動を生活に取り入

れることも大切です。今か

らの時期ですと夏の日差し

を避け、水中歩行や朝のす

がすがしい空気の中でのウ

ォーキングなどから始めて

みてはいかがでしょうか。 

２３ 

保健センターだより 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.７月生まれの児 

H２３.４月生まれの児 

Ｈ２３.３月生まれの児 

Ｈ２２.９月生まれの児 

H２１.１１・１２月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

７/１１（月） 

月～金 

７/１１（月） 
 

７/１１（月） 

７/２７（水） 

７/１９（火） 

７/２７（水） 

７/２０（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（７/１～７/３１） 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、中学１年生・高校３年
生の方を対象に行っています。体調の良い時に、早めに接種し
てください。 

　埼玉市越谷市内で自治会が殺虫剤をお茶の

ペットボトルに小分けし、これを誤飲した女

性2人が意識不明となる健康被害が発生しまし

た。 

　薬事法にもとづく必要な許可、適正な表示

及び包装なしに医薬品である殺虫剤を小分け

することは、薬事法違反になると同時に、重

大な健康被害をもたらします。 

　人体に危険な影響を与える殺虫剤等の不適

切な取扱いはしないように注意してください。 

　特に、最近のペットボトル飲料は、さまざ

まな場面で、年齢を問わず飲む機会が多くあ

ります。小さな子どもはジュースと間違って

飲む可能性が高いので、ボトルの使用には十

分に気をつけてください。 

殺虫剤等の小分けに注意しましょう 

は 

－ ロコチェック － 
①家の中でつまづいたり滑ったりする 
②１５分くらい続けて歩けない（約１㎞） 
③横断歩道を青信号で渡りきれない 
④階段を上るのに手すりがいる 
⑤片足立ちで靴下がはけない 
⑥２㎏程度（１　の牛乳２本）の買い物をして
持ち帰るのが困難である 
⑦掃除機や布団の上げ下ろし等のやや重い家事
が困難である 

しょう 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 
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町民のうごき 

平成２３年５月末現在 

７，１６７世帯 
９，３４７人　 
　７５人　 
９人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６５２人 
１０，３０５人 
　５９人 
６人 
 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
　
６
月
２５
日（
土
）、
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
前
で

町
制
５５
周
年
記
念
「
サ
ル
ビ
ア
田
園
ア
ー
ト
」
が

ス
タ
ー
ト
！
梅
雨
の
間
の
輝
く
夏
日
、
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

１
回
目
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
次
は
文
字
の

周
り
一
面
に
赤
い
サ
ル
ビ
ア
を
植
え
て
い
き
ま
す
。

ど
ん
な
ア
ー
ト
が
で
き
あ
が
る
の
か
、
夏
の
楽
し

み
が
増
え
ま
し
た
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
福
崎
町
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成
元
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は

６
人
で
活
動
さ
れ
、
か
ば
ん
、
帽
子
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
、
エ
コ
た
わ

し
、
小
物
入
れ
、
布
ぞ
う
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
芸
作
品
を
手
作
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
月
２
回
の
活
動
で
１
０
０
点
以
上
も
の
作
品
を
制
作
し
、
こ
れ
ら
を

福
崎
秋
ま
つ
り
や
消
費
生
活
展
、
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
な
ど
で
展
示
、
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
収
益
の
一
部
を
社
会
福
祉
協
議
会
の
善
意
銀
行
へ

寄
付
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
も
義
援
金
を
送
ら
れ
ま

し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
心
を
込
め
た
作
品
づ
く
り

を
さ
れ
て
お
り
、
あ
た
た
か
み
の
あ
る
作
品
に
魅
せ
ら
れ
て
す
っ
か
り
フ
ァ
ン

に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る

理
由
を
尋
ね
る
と
、「
手
芸
が
好
き
だ
か
ら
ね
」
、「
み
ん
な
と
集
ま
る
の
も
楽
し

い
よ
」
と
編
み
物
や
縫
い
物
の
手
を
し
な
が
ら
笑
顔

で
答
え
て
い
た
だ
き
、
少
人
数
な
が
ら
充
実
し
た
活

動
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
手
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、
楽
し
く
お
話
し
な
が
ら

編
み
物
や
縫
い
物
を
し
て
み
た
い
方
は
、
手
芸
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
世
界
で
一

つ
し
か
な
い
手
作
り
の
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
。 

（
三
輪
麻
衣
子
、
山
下
真
以
子
、
木
村
直
子
） 


